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T O M I O K A  G I K A I  D A Y O R IT O M I O K A  G I K A I  D A Y O R I

９月の
定例会

行政視察
南相馬市の復興の取り組みを聞く
行政視察
南相馬市の復興の取り組みを聞く

●●16

シリーズ　復興へのあゆみ
step４
シリーズ　復興へのあゆみ
step４

●●22

総額196億円はどう使われたのか！
平成26年度決算
総額196億円はどう使われたのか！
平成26年度決算

●●2

●●9 ズバリ!! 町政を問う
５議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
５議員が質問



平成26年度
決算審査

歳出（支出）の主なもの 歳出（支出）

監査委員の審査意見
　平成26年度一般会計及び特別会計決算審査の結果報告を坂本和久代表監
査委員より受けました。
　坂本代表監査委員は「決算係数は正確であり、予算の執行において一部努
力を要する部分があると見受けられたが、概ね適正に行われ所期の成果を収
めた」と結果を述べました。

《一般会計  123億円　　

●総務費（全般的な管理に要する経費。徴税費
や選挙費なども含まれる）

　･････････････････････････  39億6984万円

●民生費（福祉などに使われる経費。高齢者福
祉費、障害者福祉費、生活保護費
などが含まれる）

　･････････････････････････  22億3491万円
　・社会福祉費･････････････  11億4644万円
　・児童福祉費･･････････････  3億4838万円
　・災害救助費･･････････････  7億4008万円

●衛生費（健康で衛生的な生活環境を保つために
使われる経費。健康増進費、疾病予防費、
環境保全費などが含まれる）

　･･････････････････････････  9億4638万円
　・保健衛生費･･････････････  6億5894万円
　・清掃費･･････････････････  2億6407万円
　・上水道費･･･････････････････  2336万円

●農林水産業費（農林水産業の振興に要する経費）
　･･････････････････････････  6億1314万円
　・農業費･･････････････････････  6億1万円
　・林業費･･･････････････････････ 310万円
　・水産業費････････････････････ 1002万円

●商工費（商工業の振興に要する経費）
　･･･････････････････････････････････  3億3410万円

●災害復旧費（災害によって生じた被害の復旧に要する経費）
　････････････････････････････････････  2億872万円
　・農林水産施設災害復旧費 ･･････････････  2328万円
　・公共土木施設災害復旧費 ･･･････････ 1億8543万円

●公債費（町の借金返済に要する経費）
　･･･････････････････････････････････ 2億8981万円

総務費
39億6984万円
（35.6%）

民生費
22億3491万円
（20.0%）

土木費
13億190万円
（11.7%）

衛生費
9億4638万円（8.5%）

労働費
5806万円（0.5%）

農林水産業費
6億1314万円（5.5%）

消防費
6億5377万円（5.9%）

商工費
3億3410万円（3.0%）

教育費
4億3106万円（3.9%）

災害復旧費
2億872万円（1.9%）

議会費
1億434万円
（0.9%）

公債費
2億8981万円（2.6%）
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　平成27年９月定例会は９月11日から15日まで５日間の会期で開催しました。
平成26年度一般会計及び特別会計の決算認定をはじめ、平成27年度の補正予算、
条例の一部改正、人事案件など、計31件の議案を慎重に審議し、可決30件、否決
１件で終了しました。
　一般質問では５議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について
問いただしました。

　平成27年９月定例会は９月11日から15日まで５日間の会期で開催しました。
平成26年度一般会計及び特別会計の決算認定をはじめ、平成27年度の補正予算、
条例の一部改正、人事案件など、計31件の議案を慎重に審議し、可決30件、否決
１件で終了しました。
　一般質問では５議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について
問いただしました。

　平成27年９月定例会は９月11日から15日まで５日間の会期で開催しました。
平成26年度一般会計及び特別会計の決算認定をはじめ、平成27年度の補正予算、
条例の一部改正、人事案件など、計31件の議案を慎重に審議し、可決30件、否決
１件で終了しました。
　一般質問では５議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について
問いただしました。

歳入（収入）の主なもの歳入（収入）

　  特別会計  73億円》

９月定例会報告

●町税（皆さんが町に納めた税金）
　･････････････････････････  17億5676万円
　・町民税･･････････････････  5億7406万円
　・固定資産税･････････････  11億4890万円
　・軽自動車税･････････････････  2053万円
　・町たばこ税･････････････････  1325万円

●繰入金（収入の不足を補うために、基金（貯金）
等から取り崩したお金）

　･････････････････････････  15億7150万円
　・特別会計繰入金･････････････  2933万円
　・基金繰入金･････････････  15億4216万円

●繰越金（前年度から繰り越されたお金）
　･･････････････････････････  1億9148万円

●諸収入（雑入など、その他の収入）
　･･････････････････････････  2億7165万円

●使用料及び手数料（住民票や印鑑証明などの
手数料収入）

　･･････････････････････････････ 1826万円

●国庫・県支出金（特定の目的のために国や県
から交付されたお金）

　･････････････････････････  52億7628万円
　・国庫支出金･････････････  43億7882万円
　・県支出金････････････････  8億9745万円

●地方譲与税（国が徴収した自動車重量税などから配分さ
れたお金）

　･･････････････････････････････････････  6010万円

●地方消費税交付金（国が徴収した消費税のうち、町分とし
て国から交付されたお金）

　･･･････････････････････････････････ 1億8690万円

●地方交付税（税収不足を補うために国から配分されたお金。
財源は所得税や法人税などの国税の一部）

　･･････････････････････････････････ 26億8323万円

町税
17億5676万円
（14.2%）

繰入金
15億7150万円
（12.7%）

国庫支出金
43億7882万円
（35.5%）

地方交付税
26億8323万円
（21.8%）

寄附金
1億7741万円（1.4%）

県支出金
8億9745万円（7.3%）

各種交付金  2億913万円（1.7%）

町債（借入金） 0万円（0.0%）

地方譲与税 6010万円（0.5%）

財産収入
1億831万円（0.9%）

使用料及び手数料
1826万円（0.1%）
分担金及び負担金
1591万円（0.1%）

繰越金・諸収入
4億6313万円（3.8%）
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決算質疑
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質

応
疑疑

答答

平成26年度
決算質疑

問
　
帰
町
を
目
指
す
畜

産
農
家
の
牛
舎
清
掃
等

に
も
補
助
金
を
転
用
で
き

な
い
か
。

答
　
産
業
振
興
課

　
民
有
地
に
埋
ま
っ
て
い

る
遺
骸
家
畜
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
国
も
県
も
ま
だ

方
針
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
町
は
ク
リ
ー
ン
化
事

業
を
先
行
し
て
実
施
し
て

い
る
の
で
、
予
算
が
配
分

さ
れ
れ
ば
、
町
と
し
て
さ

ら
に
事
業
を
拡
大
す
る
こ

と
は
検
討
で
き
る
旨
、
国

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
復
興
庁
、
環
境

省
が
協
議
し
て
お
り
、
そ

の
回
答
を
待
っ
て
い
る
段

階
で
す
。

【環境クリーン化事業】…………… 4億9081万円

町内の環境を保全するために、牛や豚等の遺骸家畜を衛生処理しました。

問
　
全
国
小
学
生
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
は
今
年

で
10
年
目
を
迎
え
、
一
区

切
り
が
つ
い
た
と
思
う
が
、

今
後
の
方
針
は
。

答
　
産
業
振
興
課

　
当
初
か
ら
10
回
で
終
了

す
る
予
定
で
し
た
の
で
、

今
年
度
を
節
目
の
年
と
し

て
、
当
町
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
の
開
催
は
終
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
、
町
と
し
て
10
年

間
実
施
し
て
き
た
実
績
の

あ
る
事
業
で
す
の
で
、
運

営
主
体
を
県
に
移
し
て
、

来
年
度
以
降
も
継
続
し
て

実
施
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

【スポーツ拠点づくり推進事業】…………… 400万円

全国小学生ゴルフ選手権大会実行委員会補助金として支出しました。

問
　
年
々
参
加
者
が
減

少
し
て
い
る
。
も
っ
と
子

ど
も
た
ち
が
来
た
い
と
思

う
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で

は
。

答
　
教
育
総
務
課

　
次
年
度
に
向
け
て
、
ふ

る
さ
と
を
離
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
関
心
を
ひ
く
よ
う

な
企
画
を
考
え
、
よ
り
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
来
て

も
ら
え
る
楽
し
い
場
を
提

供
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【再会の集い事業】…………… 565万円

ふるさとへの思いをつなぐ友情の集いを開催しました。

問
　
仮
設
住
宅
の
空
き

住
戸
の
状
況
は
。

答
　
生
活
支
援
課

　
空
き
住
戸
は
増
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
復
興
公
営

住
宅
へ
の
入
居
が
進
み
、

さ
ら
に
仮
設
住
宅
の
入
居

戸
数
の
大
幅
な
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
空
き
住
戸
状
況
の
把
握

に
努
め
、
集
約
も
含
め
た

検
討
を
計
画
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
仮
設
住
宅
退
去
時

の
入
居
者
の
修
繕
範
囲
は
。

答
　
生
活
支
援
課

　
町
と
し
て
は
、
ク
ロ
ス

の
汚
損
等
、
軽
微
な
も
の

に
つ
い
て
は
極
力
修
繕
は

求
め
な
い
方
針
で
す
。

　
屋
根
を
つ
け
る
な
ど
の

改
造
を
し
た
場
合
に
は
、

原
則
、
原
状
回
復
を
求
め

て
い
ま
す
。

【応急仮設住宅維持管理事業】…………… 6293万円

応急仮設住宅の老朽箇所の修繕やコミュニティ支援など、維持管理を行いました。

友情の集いで富岡町内のジオラマを展示

4

決算審査
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全
て
の
会
計
は
適
正
で
あ
る

平成26年度一般会計および特別会計決算を全会一致で承認

会　計　別 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

一 般 会 計 123億4006万円 111億4608万円 11億9398万円

特
　
別

　
会

　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 34億6510万円 30億7002万円 3億9508万円

蛇谷須地区特定環境
保全公共下水道事業 2643万円 2105万円 538万円

公 共 下 水 道 事 業 15億6909万円 11億3579万円 4億3330万円

農 業 集 落 排 水 事 業 4億7931万円 3億4220万円 1億3711万円

曲田土地区画整理事業 7494万円 7457万円 37万円

介 護 保 険 事 業 15億6859万円 15億3038万円 3821万円

後期高齢者医療事業 3603万円 3370万円 233万円

仮 設 診 療 所 5140万円 3693万円 1447万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 647万円 612万円 35万円

合　　　計 196億1742万円 173億9684万円 22億2058万円

健全化判断比率の状況 （単位：％）

指標項目名 26年度 25年度 24年度 早期健全化
基準

財政再建
基準

実質公債費比率
※歳入に対する借金返済の割合 7.9 10.0 12.0 25.0 35.0

実質赤字比率：一般会計を対象とした歳出歳入の赤字額の割合
連結実質赤字比率：全ての会計を対象とした歳出歳入の赤字額の割合
将来負担比率：公社や第３セクターなども含め、将来負担すべき借金の割合

　実質公債費比率（歳入に対する借金返済の割合）が早期健全
化基準の25％を超えると、町の財政が危険な状態であると判断
され、財政再生計画の策定等が義務付けられます。
　平成26年度の実質公債費比率は7.9％であり、基準を大きく
下回っているとの報告を受けました。

町財政は

健全化基
準を

クリア

赤字がないため、
いずれも算定されていない。



工
事
契
約

工
事
契
約

条
例
改
正

条
例
改
正

工事契約・条例改正
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小
良
ヶ
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー

機
器
修
繕
工
事
を
承
認

【
契
約
相
手
方
】

㈱
日
立
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

【
完
成
工
期
】

平
成
28
年
３
月
25
日

【
契
約
金
額
】

九
千
七
百
九
万
二
千
円

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
を
新
設

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号（
通
称
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）の
通
知
カ
ー
ド
の

再
交
付
に
伴
う
手
数
料
を

新
設
す
る
も
の
で
す
。

再
交
付
１
件
に
つ
き
500
円

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

【
討
論
】

《
反
対
意
見
》

　
渡
辺
三
男
議
員

　
平
成
29
年
４
月
の
避
難

指
示
解
除
そ
し
て
帰
町
に

向
け
て
、
町
は
今
、
一
丸
と

な
っ
て
様
々
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
第
二
次
災

害
復
興
計
画
や
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
も
完
成
し
、
少

し
ず
つ
光
も
見
え
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

議
員
と
し
て
今
や
る
べ
き

こ
と
は
、
議
員
定
数
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
そ
ん
な
時
間
が
あ

れ
ば
、
仮
設
住
宅
回
り
な

ど
を
し
て
、
町
民
に
情
報

を
伝
え
、
町
民
の
話
を
聞

き
、
町
民
の
足
と
な
っ
て

働
く
こ
と
が
議
員
と
し
て

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
反
対
す
る
。

《
賛
成
意
見
》

　
山
本
育
男
議
員

　「
富
岡
町
の
議
員
定
数

は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」

と
い
う
町
民
の
意
見
が
少

な
か
ら
ず
聞
こ
え
て
く
る
。

　
そ
う
い
っ
た
声
に
応
え

る
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と

し
た
形
で
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
全
議
員
が
意
見

を
出
し
合
い
、
議
論
を
重

ね
、
富
岡
町
議
会
と
し
て

議
員
定
数
に
対
す
る
し
っ

か
り
と
し
た
答
え
を
出
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
議
員
定
数
増

な
の
か
、
減
な
の
か
、
現

状
維
持
な
の
か
、
き
ち
ん

と
議
論
を
し
て
出
し
た
答

え
を
町
民
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
、
議
員
と
し
て
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
る
の
で

賛
成
す
る
。

【
発
議
者
】

　
黒
澤
英
男
議
員

【
提
案
理
由
】

　
復
興
庁
及
び
町
が
実
施

し
た
住
民
意
向
調
査
の
結

果
か
ら
、
避
難
指
示
解
除

後
に
富
岡
町
に
帰
町
す
る

町
民
は
二
千
人
か
ら
三
千
人

と
推
定
さ
れ
、
大
幅
な
人
口

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
議
員

定
数
の
問
題
も
議
員
自
ら

が
行
動
を
見
せ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
議
会
の
更

な
る
活
性
化
の
た
め
に
調

査
研
究
を
す
る
特
別
委
員

会
の
設
置
を
発
議
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
採
決
結
果
】

　
否
決

　（
※
賛
成
６
・
反
対
７
）

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
せ
よ

議

員

発

議

10月下旬から、マイナンバー（個人番号）の通知がはじまります。

富岡町では10月下旬からマイナンバーが記載された「通知カード」を一人ひとり
に簡易書留で現在お住まいの居所（避難先）へ郵送します。

転送できない簡易書留で送られますので、避難先が変わっている方は富岡町役
場までご連絡ください。

マイナンバーは、平成28年1月から税（確定申告）や社会保障（年金等）の手続き
で必要となる大切な番号です。通知カードは必ず受取り、大切に保管してくだ
さい。

●マイナンバーの制度について　コールセンター
　　　　　　　　　　　　　　　☎0570-20-0178
　　　　　　　　　　　　　　　（全国共通ナビダイヤル：9：30～17：30　土日祝日・年末年始除く）
●富岡町役場　住民係　　　　　☎0120-33-6466（代表）
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町
政
報
告
要
旨

財
産
の
出
資

財
産
の
出
資

人
事
案
件

人
事
案
件

たたたたたたたたたたたたたたたたたた

ま
り
ま
し
た
し
たたた

り
ま
しししし
まままま
り
ま
りりりりりりり
ままま
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ままま
しし
たたたたたた

こ
ん
な
こ
と
が

な
こ
と
が

ここ
ん
こ
ん
こここここここ
ん

が

な
こ
と
が

な
こ
と
が

な
こ
と
が

決決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
がま

り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が

決

人事案件・財産の出資・町政報告要旨

とみおか議会だより 184号 66

町政報告をする宮本町長

【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

　
６
月
に
策
定
し
た「
第

二
次
復
興
計
画
」を
具
現

化
さ
せ
、
富
岡
町
の
再
生

と
将
来
の
発
展
に
向
け
た

町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

復
興
拠
点
整
備
に
係
る
実

施
計
画
と
な
る「
富
岡
町

再
生
・
発
展
の
先
駆
け
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
、
帰
町
に
向
け
た
生

活
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
を
再
任

　
任
期
満
了
と
な
る
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
に
三

瓶
一
義
さ
ん
を
再
任
す
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
投
票

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
同

意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
30
年
９

月
30
日
ま
で
で
す
。

　
大
石
原
・
下
千
里
地

区
大
規
模
太
陽
光
発
電

事
業
の
運
営
会
社
で
あ
る

※
富
岡
復
興
エ
ナ
ジ
ー
合

同
会
社
に
１
０
０
万
円
を

出
資
す
る
も
の
で
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

※「
富
岡
復
興
エ
ナ
ジ
ー

 

合
同
会
社
」と
は

　
福
島
県
な
ど
が
出
資
し
て
、

福
島
空
港
隣
接
地
等
に
お
い

て
太
陽
光
発
電
事
業
を
実
施

し
て
い
る
福
島
発
電
株
式
会

社
が
、
平
成
27
年
７
月
１
日

に
設
立
し
た
会
社

【
復
旧
課
・
復
興
推
進
課

 

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
】

　
現
在
、
楢
葉
町
の
双
葉

地
方
水
道
企
業
団
で
執
務

し
て
い
る
復
旧
課
及
び
復

興
推
進
課
を
、
先
行
整
備

し
て
い
た
保
健
セ
ン
タ
ー

に
10
月
１
日
に
移
転
い
た

し
ま
す
。

　
役
場
機
能
の
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
、
震
災
後
初

め
て
、
古
里
に
お
い
て
業

務
を
再
開
で
き
る
見
通
し

が
つ
い
た
こ
と
は
、
私
と

し
て
も
非
常
に
感
慨
深
く
、

こ
れ
を
機
に
、
職
員
の
健

康
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

復
旧
・
復
興
を
更
に
加
速

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
交
流
サ
ロ
ン
開
所
】

　
10
月
５
日
に
は
、
双
葉

警
察
署
南
の
国
道
６
号
線

沿
い
に「
交
流
サ
ロ
ン
」を

開
所
し
ま
す
。

　
一
時
帰
宅
さ
れ
る
町
民

の
皆
様
が
、
休
憩
、
交
流

を
深
め
る
場
と
し
て
、
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
国
際
共
同
研
究
棟
設
置
】

　
去
る
８
月
28
日
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
に
位
置
付
け
ら
れ
た

廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー「
国
際
共
同
研
究
棟
」

が
、
本
町
王
塚
地
区
へ
設

置
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
長
期
に

わ
た
る
廃
炉
等
に
係
る
研

究
開
発
を
国
内
外
の
大
学
、

研
究
機
関
と
の
連
携
、
海

外
研
究
者
を
招
へ
い
す
る

な
ど
し
て
進
め
る
ほ
か
、

人
材
育
成
の
強
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
践
な
ど
、
ま
さ

に「
国
内
外
の
英
知
を
結

集
す
る
場
」と
し
て
、
幅

広
い
活
用
が
期
待
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
更
に
、
帰
町
後
の
雇
用

の
確
保
や
、
交
流
が
盛
ん

な
に
ぎ
わ
い
の
形
成
等
に

も
繋
が
る
な
ど
、
本
町
の

み
な
ら
ず
双
葉
郡
の
復
興

を
大
き
く
後
押
し
す
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
、
今
後
、

立
地
場
所
の
確
保
を
始
め
、

施
設
の
本
格
的
な
受
入
体

制
や
環
境
整
備
等
を
、
国

や
県
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
と
の
十
分
な
連
携
の
も

と
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

三瓶　一義さん
（仲町行政区） 



一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

■ 三瓶　一郎 議員 ……………………………………………………… 10
 １．水道企業団のその後について
２．バランスシートについて

■ 遠藤　一善 議員 …………………………………………… 11
 １．今後の除染について
２．イベント公園の整備について

■ 山本　育男 議員 ………………………………… 12
  １．福島・国際研究産業都市（イノベーション・コースト）構想について
 ２．帰還困難区域の除染について
 ３．健康ポイント制度について
 ４．斎場について

■ 黒澤　英男 議員………………… 13
 １．管理型処分場を活用した特定廃棄物の埋立て処分事業に
　かかる対応について、国より示されたが、
　町の対応と判断について
２．帰還後の固定資産税（土地・家屋）の減免処置について

■ 堀本　典明 議員… 14
  １．フクシマエコテッククリーンセンター
　について

９月定例会の一般質問に５議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

５議員が
質　問

動画配信中！

1

ズバリ

を問いました。９月定例会の一般質問に５議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。議員が

うを

2

3

4

5

とみおか議会だより 184号9 8

補正予算

疑

れれ
こ
れ
？

こ
れれあ

質

？

とみおか議会だより 184号 88

一般会計一般会計

《総額は140億8179万円に》

補正のあった主な事業は以下のとおりです。
・町づくり活性化事業費 4億2599万円増
　町内に建設する災害公営住宅の用地取得費や基本計画策定業務委託料などの経費
・商業拠点施設整備事業費 7857万円増
　町内に整備する商業拠点施設の設計等の委託料
・常備消防経費 5000万円増
　帰還困難区域内にある消防署を移転させるための消防署用地取得費

富岡ショッピングプラザ（イメージ図）

問
　
消
防
署
用
地
の
場

所
及
び
規
模
は
。

答
　
安
全
対
策
課
長

　
拠
点
と
な
る
曲
田
地
区

に
近
い
所
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
地
権
者
と
交
渉

中
の
た
め
、
場
所
は
ま
だ

お
示
し
で
き
ま
せ
ん
。
規

模
は
富
岡
消
防
署
と
同
程

度
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
大
玉
診
療
所
の
今

後
は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
勤
務
し
て
い
る
医
師
と

の
協
議
に
よ
り
、
平
成
29

年
３
月
ま
で
の
診
療
と
な

り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
看
護
師
等
が
家
庭
訪

問
を
行
い
、
意
向
調
査
を

し
て
い
ま
す
。
本
宮
や
二

本
松
の
医
療
機
関
へ
の
紹

介
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問
　
土
壌
汚
染
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
ほ
し
い
が
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
公
共
施
設
地
30
ポ
イ
ン

ト
の
土
壌
調
査
を
行
い
、

公
表
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
地
表
か
ら
５
㎝
、
町

内
全
域
メ
ッ
シ
ュ
で
の

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
ほ
し

い
が
。

答
　
町
長

　
富
岡
町
全

域
の
土
壌
汚
染
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
と
な
れ
ば
、
膨

大
な
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
た
だ
、
避
難
指
示
を
解

除
す
る
上
で
、
宅
地
や
農

地
と
い
っ
た
生
活
圏
の
空

間
線
量
や
土
壌
汚
染
の
状

況
を
公
表
せ
ず
に
解
除
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
商
業
拠
点
施
設
設

計
委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
産
業
振
興
課
長
補
佐

　
調
査
設
計
、
備
品
等
の

設
備
の
購
入
費
用
で
す
。

施
設
内
で
事
業
を
再
開
す

る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
事
業
で
使
用
す
る

備
品
の
購
入
費
も
盛
り
込

み
ま
し
た
。

問
　
今
後
発
生
す
る
と

思
わ
れ
る
商
業
拠
点
施
設

の
修
繕
費
の
見
込
み
額
は
。

答
　
産
業
振
興
課
長
補
佐

　
富
岡
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ
の
施
設
の
再
利
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
額

に
つ
い
て
は
今
後
お
示
し

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
施
設
に
は
商
業
以

外
の
事
業
者
も
入
る
の
か
。

答
　
企
画
課
長

　
暫
時
的
に
郵
便
や
金
融
、

震
災
の
記
録
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
入
れ
る
構

想
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。



とみおか議会だより 184号11

遠藤 一善 議員

問

答

今後の除染計画の見通しは
除染の実施を強く求める

問
　
町
の
復
興
再
生
に

は
帰
還
困
難
区
域
の
早

期
除
染
が
必
要
と
考
え

る
が
、
除
染
計
画
の
見

通
し
は
。

答
　
町
長

　
帰
還
困
難

区
域
の
除
染
は
、
い
ま

だ
計
画
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
第
２
次
復
興

計
画
で
、
帰
還
困
難
区

域
の
除
染
を
町
の
復
興

再
生
に
不
可
欠
な
も
の

と
位
置
づ
け
、
国
に
速

や
か
な
除
染
実
施
計
画

の
策
定
と
除
染
作
業
の

着
手
を
強
く
求
め
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
居
住
制
限
区

域
と
帰
還
困
難
区
域
が

隣
接
し
て
い
る
場
所
も

多
く
、
町
民
が
安
心
し

て
帰
還
で
き
る
よ
う
一
日

も
早
い
除
染
の
実
施
を

継
続
し
て
求
め
ま
す
。

問
　
安
全
面
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
適

用
の
観
点
か
ら
も
帰
還

困
難
区
域
の
建
物
解
体

を
先
行
し
た
除
染
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
町
長

　
半
壊
以
上

の
建
物
を
所
有
す
る
方

の
不
安
を
払
拭
し
、
住

民
が
帰
還
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、

国
に
よ
る
速
や
か
な
建

物
解
体
事
業
の
実
施
を

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
解
体
を
先
行
し
て
除

染
を
実
施
す
る
こ
と
が

効
率
的
な
除
染
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
被
災
者
生
活
支
援

制
度
の
期
限
延
長
と
あ

わ
せ
て
し
っ
か
り
と
求
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

除
染
工
程
及
び
除
染
完

了
へ
向
け
た
町
の
具
体

的
な
対
策
は
。

答
　
町
長

　
本
年
６
月

以
降
に
除
染
が
完
了
す

る
宅
地
に
お
い
て
は
、
現

行
工
事
の
中
に
組
み
込

み
、
雨
ど
い
の
下
を
深
く

掘
り
下
げ
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
。
既

に
完
了
し
た
宅
地
や
舗

装
面
の
再
除
染
は
、
平

成
28
年
４
月
以
降
に
新

た
な
工
事
と
し
て
発
注

施
工
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
国
の
除
染
結

果
を
独
自
に
検
証
す
る

富
岡
町
除
染
検
証
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
局
所

的
に
線
量
が
高
い
箇
所

は
も
と
よ
り
、
除
染
の

範
囲
や
手
法
に
つ
い
て

も
専
門
家
に
し
っ
か
り

と
検
証
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

答
　
復
興
推
進
課
長

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染

は
、
個
々
の
状
況
に
合

わ
せ
た
対
応
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
町

が
前
面
に
出
て
、
現
地

に
赴
い
て
対
応
し
ま
す
。

問
　
町
内
復
興
施
策
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
め
る
新
し
い
公
園
を

町
内
の
低
線
量
地
域
に

整
備
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長

　
こ
れ
ま
で

イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
て
き

た
夜
の
森
公
園
等
、
一
定

程
度
以
上
の
広
さ
を
確

保
で
き
る
公
園
が
帰
還

困
難
区
域
内
に
あ
り
、

当
面
そ
の
利
用
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
比
較
的
線
量
の
低

い
町
南
部
区
域
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
可
能
地
の

確
保
の
検
討
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
　
企
画
課
長

　
ま
ず
は
適
地
の
選
定
、

そ
し
て
規
模
や
内
容
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く

と
い
う
段
階
で
す
。

　  

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
公
園
の
整
備
を

　  

整
備
適
地
の
確
保
の
検
討
が
必
要

問答

荒廃が進み、危険な状態となった
帰還困難区域の建物
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問

答

水道企業団の運営に対する町の対応は
運営の把握に努め、事業継続性を確保する

問
　
双
葉
地
方
水
道
企

業
団
の
運
営
に
つ
い
て
、

町
の
対
応
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
か
。

答
　
町
長

　
双
葉
地
方

水
道
企
業
団
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
予
算
編
成
や

事
業
計
画
立
案
を
含
め
、

構
成
５
町
の
了
解
の
も

と
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
企
業
団
が
、
企
業

団
議
会
に
上
程
す
る
議
案

等
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

構
成
５
町
の
財
政
担
当
者

や
上
水
道
、
工
業
用
水
道

事
業
担
当
者
で
構
成
す

る
構
成
団
体
連
絡
会
議

や
、
各
町
の
首
長
で
構
成

す
る
理
事
会
で
協
議
さ
れ
、

充
分
に
構
成
町
の
意
見
が

反
映
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

水
道
企
業
団
議
会
へ
上
程

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
個
別
の
懸
案

事
項
等
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
説
明
を
求
め
、
意

見
調
整
す
る
な
ど
し
て

お
り
、
常
に
、
水
道
事

業
の
運
営
や
執
行
状
況

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
水
道
事
業

経
営
の
一
員
と
し
て
、
水

道
事
業
の
継
続
性
を
確

保
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
へ

の
理
解
は
ど
の
様
な
も

の
か
。
将
来
的
に
導
入

す
る
考
え
は
。

答
　
町
長

　
現
在
、
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る

予
算
決
算
に
係
る
会
計

制
度
は
、
単
式
簿
記
に

よ
る
現
金
主
義
会
計
を

採
っ
て
い
ま
す
。
現
金
主

義
会
計
は
、
資
産
、
負
債
、

減
価
償
却
費
な
ど
現
金

支
出
を
伴
わ
な
い
費
用

の
把
握
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
国
で
は
、
こ
れ
ら
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
、

複
式
簿
記
に
よ
る
発
生

主
義
会
計
の
導
入
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
本
年
１
月
、
総
務
大

臣
よ
り
、
統
一
的
な
基
準

に
よ
る
財
務
書
類
等
を
、

原
則
と
し
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
、
作

成
す
る
よ
う
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
年
度
内
に
は
、
標

準
的
な
固
定
資
産
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
無
償
提
供

が
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

町
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

乗
せ
ら
れ
る
よ
う
公
有

財
産
管
理
簿
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
後
に
提
供
さ
れ
る
複

式
仕
訳
シ
ス
テ
ム
と
連

携
さ
せ
、
財
務
諸
表
を

作
成
・
公
表
す
る
考
え

で
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
財

務
諸
表
を
役
場
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
機
能
の
向
上

や
、
人
口
減
少
が
進
む

中
で
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
使
う
こ
と
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　  

※

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

　  

導
入
を
図
れ

　  

複
式
仕
訳
の
シ
ス
テ
ム
を

　  

取
り
入
れ
財
務
諸
表
を

　  

作
成
・
公
表
す
る

問答

三瓶 一郎 議員

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　
貸
借
対
照
表
の
こ
と
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
保
有
し
て
い
る
資
産

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う

な
財
源
で
賄
っ
て
き
た
か
を
総

括
的
に
対
照
表
示
し
た
も
の
。

　
表
内
の
資
産
合
計
額
と
負

債
及
び
純
資
産
合
計
額
が
一

致
し
、
左
右
の
均
衡
が
と
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

【水道の使用が再開した区域】
〇大字上郡山　　　　　〇大字下郡山
〇大字本岡字赤木　　　〇下千里・高津戸の一部
〇王塚・沼名子の一部    〇西原・釜田の一部
〇大字小浜字中央・反町・大膳町の一部
〇中央１・２丁目、本町１・２丁目
〇大字本岡字本町・日向・本町西の一部
〇上千里・日南郷・下蔵地・後田・権現山・家老沢・
後作・茂手木の一部

【使用再開目標時期を定めた区域】
※再開を確約するものではありません。

《平成28年1月～》〇大字上手岡のうち通水されて
いない区域
〇関ノ前・上本町の一部

《平成28年 4月～》〇王塚・清水前の一部
〇蛇谷須・大平の一部
〇夜の森南3・4・5丁目の一部

《平成28年10月～》〇小浜の一部

【使用再開目標時期を定められなかった区域】
〇帰還困難区域
〇JR常磐線東側の釜田・反町・浜畑・前川原
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黒澤 英男 議員

問

答

管理型処分場の適正な判断を
議会との協議を踏まえ慎重に判断する

問
　
国
は
復
旧
、
復
興

を
早
く
進
め
る
た
め
に

も
管
理
型
処
分
場
の
活

用
に
つ
い
て
受
け
入
れ
の

判
断
を
す
る
よ
う
町
に

要
請
し
て
い
る
が
、
町
と

し
て
最
終
的
な
判
断
を

す
る
前
に
、
も
う
一
度
議

員
の
意
見
を
聞
い
て
か

ら
判
断
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
町
長

　
こ
れ
ま
で

全
員
協
議
会
や
住
民
説

明
会
、
行
政
区
長
会
な

ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、

安
全
追
加
対
策
や
施
設

の
国
有
化
、
地
域
振
興

策
に
つ
い
て
国
に
申
し
入

れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
国
が
示
し
た
内
容
に

つ
い
て
、
施
設
の
国
有
化

に
つ
い
て
は
評
価
す
る
も

の
の
、
町
民
の
不
安
や

懸
念
を
払
拭
す
る
た
め

に
は
、
さ
ら
な
る
安
全

対
策
や
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
国
の
考
え
を
具

体
的
に
示
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
国
よ
り
処
分
場
を
活

用
し
た
い
と
い
う
意
向

は
あ
り
ま
し
た
が
、
迷

惑
施
設
で
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
町
、
県
、
双
葉

郡
の
復
興
に
は
欠
か
せ

な
い
施
設
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後

国
の
責
任
あ
る
対
応
を

十
分
見
極
め
て
、
議
会

と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

町
と
し
て
の
方
向
性
を

慎
重
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
回
の
国
へ
の
申

し
入
れ
は
受
け
入
れ
前

提
の
様
に
見
受
け
ら
れ

る
が
。

答
　
安
全
対
策
課
長

　
受
け
入
れ
前
提
で
は

な
く
、
説
明
会
等
で
の

意
見
を
踏
ま
え
た
結
果

で
の
申
し
入
れ
で
す
。
ま

た
、
行
政
区
と
は
さ
ら

な
る
意
見
交
換
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
議
会
と
の
協
議

後
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
帰
還
後
の
町
内
の

固
定
資
産
税
の
減
免
、

減
額
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長

　
震
災
以
降
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
土
地
、
家
屋
等
、

課
税
免
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
避
難

指
示
解
除
後
の
固
定
資

産
税
の
課
税
に
つ
い
て
は
、

避
難
指
示
解
除
の
翌
年

度
か
ら
３
年
間
、
２
分

の
１
の
減
額
課
税
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
野
町
、
川
内
村
に
お

い
て
も
３
年
間
、
２
分
の

１
の
減
額
課
税
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
現
行
制
度
に
お
い
て

国
か
ら
の
減
収
補
填
を

見
込
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
町
で
単

独
し
て
補
填
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
状
に
お
い

て
は
避
難
指
示
解
除
後

３
年
間
、
２
分
の
１
の

減
額
課
税
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
新
た
に
土
地
、
家

屋
を
取
得
し
て
い
る
町

民
が
増
加
し
て
い
る
。

帰
還
後
は
二
重
に
固
定

資
産
を
支
払
う
こ
と
に

な
る
が
、
帰
還
後
３
年

以
降
も
２
分
の
１
の
減

税
を
続
け
ら
れ
な
い
か
。

答
　
総
務
課
長

　
現
行
制
度
で
国
か
ら

の
減
免
に
対
す
る
補
填

が
な
い
と
、
現
時
点
で

は
難
し
い
で
す
。
今
後
、

税
務
課
と
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

　  

帰
還
後
の
固
定
資
産
税
の
減
免
は

　  

３
年
間
は
２
分
の
１
を
減
免

問答

管理型処分場を活用した特定廃棄物の
埋立処分事業に係る申入れについて（概要）

1．安全・安心の確保

〇まちづくりのための具体的な対応策を示
すこと

〇施設管理の考え方を示すこと
〇安全協定の内容を明らかにすること
〇道路交通対策や環境対策を示すこと

2．地域振興策の具体化

〇地域振興策に対する国の考えを示すこと
〇交付金の具体的な規模、内容を示すこと
〇地域の将来のために、財源の確保を行う
こと
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山本 育男 議員

問

答

国際共同研究棟の概要は
廃炉研究拠点として整備

問
　
福
島
・
国
際
研
究

産
業
都
市
構
想（
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
）の
国
際
共
同
研
究

棟
が
整
備
さ
れ
る
が
、

概
要
は
。

答
　
町
長

　
当
施
設
は
、

廃
炉
研
究
の
強
化
や
人

材
育
成
を
目
的
に
、
今

年
４
月
に
東
海
村
に
設

置
さ
れ
た
廃
炉
国
際
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
拠

点
施
設
と
し
て
平
成
29

年
３
月
の
竣
工
を
め
ざ

し
、
設
計
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
開
所
後
は
、

本
部
機
能
も
移
設
さ
れ
、

国
内
外
の
大
学
、
研
究

機
関
、
企
業
な
ど
の
多

く
の
研
究
者
が
集
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
　
復
興
の
原
動
力
に

な
る
の
か
。

答
　
町
長

　
今
後
多
く

の
人
が
集
い
、
町
や
近
隣

町
村
に
居
住
す
る
こ
と
か

ら
、
賑
わ
い
の
創
出
や
関

連
施
設
に
お
け
る
雇
用

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
商
工
業
、
住
民
と

の
か
か
わ
り
を
持
て
る

の
か
。

答
　
企
画
課
長

　
研
究

者
の
他
に
、
国
内
外
の

学
生
が
、
短
長
期
的
に

滞
在
す
る
こ
と
か
ら
、

交
流
や
商
業
等
々
に
も

大
き
く
寄
与
さ
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
帰
還
困
難
区
域
の

除
染
見
通
し
は
。

答
　
町
長

　
国
に
対
し

速
や
か
な
除
染
実
施
計

画
の
策
定
と
、
除
染
作

業
の
着
手
を
今
後
と
も

継
続
し
て
求
め
ま
す
。

問
　
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
取
り
組
み
は
。

答
　
町
長

　
こ
の
制
度

は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
健
康
増
進
に
対
す

る
取
り
組
み
を
奨
励
す

る
こ
と
で
、
健
康
な
人

を
増
や
し
、
医
療
費
の

抑
制
効
果
が
期
待
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
の
振
興

策
も
担
っ
て
お
り
、
大

学
や
医
療
機
関
、
商
工

会
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
密
な
連
携
と
役
割
分

担
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
長
期
避
難
が
続
く
現

状
に
お
い
て
、
具
現
化
し

て
い
く
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
の
で
、
先

進
自
治
体
の
実
証
結
果

を
踏
ま
え
、
検
討
し
ま
す
。

問
　
帰
還
に
向
け
て
斎

場
の
対
応
は
。

答
　
町
長

　
双
葉
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
斎

場
に
つ
い
て
は
、
依
然
と

し
て
再
開
の
め
ど
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
斎
場
は
、
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
施
設
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、

広
域
圏
組
合
と
の
協
議

を
通
じ
、
検
討
し
ま
す
。

　  

制
度
の
導
入
を

　  

課
題
を
と
ら
え

　  

検
討

問答

　  

斎
場
の
再
開
は

　  

広
域
圏
組
合
と

　  

協
議

問答

　  
帰
還
困
難

　  

区
域
の
除
染
を

　  

継
続
し
て
強
く

　  

要
望

問答

元気アップ教室での健康体操
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　平成27年７月15日、富岡町役場郡山事務所 桑野分室で全員協議会を開催し、企画課より
富岡工業団地へ進出する企業について説明を受けました。
　議員から、安全対策や雇用の問題など、今後、町が企業と一体となって取り組むべき課
題は多いものの、企業の進出には賛成であるとの意見が多く出ました。
　引き続き、臨時議会を開催し、企業進出に伴う富岡工業団地の造成について審議し、
全会一致で可決しました。

【進出企業概要】
　会　社　名 ： （株）万象ホールディングス
　本　　社 ： 埼玉県八潮市大瀬1-10-2
　主な業務 ： ロックウール製造・販売・加工

　※ロックウールとは
高炉スラグや玄武岩、その他の天然石などを主原料として、キューポラや電気炉で
1500～1600℃の高温で溶融したものを、綿状にした耐熱性に優れた人造鉱物繊維。
住宅やビルの耐火被覆材、断熱材、吸音材などに使用されている。

　≪今後の展開≫
　　土に代わる農業用培地として、ロックウール培地での水耕栽培事業も展開していく。
　　本町の農業復興の一助となり、新たな雇用の創出も期待できる。

問
　
事
故
が
起
き
た
場

合
の
対
応
は
。

答
　
企
画
課
長

　
万
が
一
の
事
故
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
災
害

防
止
協
定
も
含
め
た

様
々
な
協
定
を
結
び
た

い
と
考
え
ま
す
。

問
　
帰
還
者
が
少
な
く
、

就
業
希
望
者
が
集
ま
ら

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
。

答
　
企
画
課
長

　
町
と
し
て
、
広
報
な

ど
で
企
業
の
概
要
な
ど

を
詳
し
く
町
民
に
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
企

業
が
事
業
を
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
な
支
援
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
進
出
す
る
企
業
の

調
査
は
行
っ
た
か
。

答
　
企
画
課
長

　
同
業
種
の
工
場
を
現

地
視
察
し
、
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
公
害

等
の
発
生
及
び
周
辺
地
域

か
ら
の
苦
情
も
発
生
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
調
査
会
社

に
も
調
査
を
依
頼
し
、
問

題
な
い
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

常磐富岡 I.C

富岡町内

国道６号線

造成予定地

いわき

シャープ富岡太陽光
発電所

シャープ富岡太陽光
発電所

TOTOファイン
セラミックス
分譲済

富岡工業団地区画造成予定箇所

県
道
35
号
線

臨時議会
全員協議会

【造　成　費】  4億9500万円
【造成予定地】 ※TOTOファインセラミックスに
　　　　　   分譲済の土地の東側
　　　　　   （※現在は㈱アトックスが所有）
【造成面積】  約2.7ha
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堀本 典明 議員
問

　
町
内
に
立
地
す
る

管
理
型
処
分
場
を
活
用

し
た
特
定
廃
棄
物
の
埋

め
立
て
処
分
計
画
に
つ

い
て
、
県
知
事
、
楢
葉

町
長
と
の
３
者
連
名
に

よ
り
、
環
境
大
臣
、
復

興
大
臣
に
申
し
入
れ
を

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
思
い
で
申
し
入
れ

を
行
っ
た
の
か
。

答
　
町
長

　
管
理
型
処

分
場
が
町
の
復
興
、
ひ

い
て
は
双
葉
郡
福
島
県

の
復
興
に
欠
か
せ
な
い

施
設
で
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
は
し
て
い
ま
す
。

　
国
か
ら
は
追
加
対
策

や
施
設
の
国
有
化
と
い

う
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
管
理
型
処
分
場

が
迷
惑
施
設
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
く
、

全
員
協
議
会
や
町
民
説

明
会
で
の
意
見
か
ら
も
、

町
民
の
十
分
な
安
全
、

安
心
を
確
保
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
安
全
、
安
心
の
確
保

の
た
め
の
地
域
振
興
策

に
つ
い
て
、
処
分
場
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

や
本
格
復
興
を
迎
え
る

町
の
状
況
な
ど
を
十
分

考
慮
し
、
国
の
考
え
方

を
し
っ
か
り
と
示
し
て

も
ら
う
こ
と
を
強
く
申

し
入
れ
ま
し
た
。 

問
　
今
後
は
福
島
県
、

楢
葉
町
と
３
者
協
議
で

進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
安
全
対
策
課
長

　
富
岡
町
の
部
分
、
楢

葉
町
の
部
分
が
あ
る
の
で
、

お
互
い
に
協
議
を
し
な
が

ら
、
最
終
的
に
は
一
緒
と

い
う
形
で
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
回
の
こ
の
計
画

を
受
け
入
れ
な
い
と
し

て
も
、
法
律
上
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
８
，０
０
０

ベ
ク
レ
ル
以
下
で
あ
れ

ば
、
一
般
の
廃
棄
物
と

し
て
管
理
型
処
分
場
で

処
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
場
合
、
民
間

事
業
者
間
で
の
処
分
と

な
り
安
全
対
策
に
不
安

が
あ
る
が
、町
の
考
え
は
。

答
　
安
全
対
策
課
長

　
一
般
廃
棄
物
は
、
現

行
の
法
律
上
、
フ
ク
シ
マ

エ
コ
テ
ッ
ク
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
搬
入
で
き
る

と
い
う
こ
と
も
踏
ま
え

て
、
町
と
し
て
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問
　
仮
に
計
画
受
け
入

れ
と
な
っ
た
場
合
、
風

評
被
害
対
策
が
重
要
で

あ
り
、
現
地
に
あ
っ
た

対
策
を
と
る
た
め
に
交

付
金
は
自
由
度
が
高
い

ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

答
　
安
全
対
策
課
長

　
国
に
は
交
付
金
の
使

い
勝
手
と
い
う
と
こ
ろ
で

申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

何
も
示
さ
れ
て
い
な
い

中
で
の
自
由
度
の
高
い

交
付
金
の
措
置
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
し
っ
か
り

と
こ
れ
か
ら
も
国
と
検

討
し
な
が
ら
、
前
向
き

な
回
答
を
も
ら
え
る
よ

う
努
め
ま
す
。

答
　
町
長

　
今
回
の
自

由
度
の
高
い
交
付
金
と

い
う
も
の
が
、
ど
の
程
度

ま
で
自
由
度
が
緩
和
さ

れ
た
交
付
金
な
の
か
。

ま
た
ど
の
ぐ
ら
い
の
額
に

な
る
の
か
、
全
く
知
ら

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
返
答
を
待
ち
、

議
会
と
も
相
談
し
な
が

ら
、
見
極
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

答

どのような思いで申し入れをしたか
国の考え方を示すよう強く申し入れた

福島県・富岡町・楢葉町の三者申入れ



行政視察南相馬市の復興  
東日本大震災からの復興推進に向けて住宅確保と生活再建を促進するため、市内の空き家・空き地の物件
情報を市が提供する仕組み（平成26年４月１日から実施）
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問
　
空
き
地
・
空
き
家
バ

ン
ク
の
利
用
状
況
は
。

答
　
建
築
住
宅
課

　
平
成
27
年
６
月
24
日

現
在
で
、
申
込
受
理
数
が

45
件
、
契
約
成
立
数
が
12

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
宅
建
業
者
と
利
用

希
望
者
と
の
交
渉
に
は

行
政
は
関
わ
ら
な
い
の
か
。

答
　
建
築
住
宅
課

　
職
員
の
人
員
不
足
及
び

宅
建
の
資
格
を
持
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
交

渉
に
直
接
関
わ
る
こ
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
紹
介
す
る
宅

建
業
者
は
市
の
協
会
に
登

録
し
、
協
定
も
結
ん
で
い

る
信
頼
の
お
け
る
業
者
な

の
で
、
交
渉
に
直
接
行
政

が
関
わ
ら
な
く
て
も
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
登
録
さ
れ
た
土
地

の
農
地
転
用
は
可
能
か
。

答
　
建
築
住
宅
課

　
農
業
委
員
会
に
確
認

し
、
農
地
転
用
が
で
き
る

土
地
の
み
を
登
録
し
て
い

ま
す
。

　
南
相
馬
市
で
は
、
被
災

者
が
農
地
を
購
入
し
、
家

を
建
て
る
場
合
は
、
速
や

か
に
農
地
転
用
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

問
　
住
民
票
を
異
動
す

る
必
要
が
あ
る
か
。

答
　
建
築
住
宅
課

　
本
制
度
の
趣
旨
が
、
南

相
馬
市
へ
の
定
住
を
促
進

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

た
め
、
住
民
票
を
南
相
馬

市
に
異
動
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

空き地・空き家バンクの概要

【バンクへの物件情報登録までの流れ】

所有者

所有者

利用希望者

市

市

所有者

情報提供開始 市のホームページ等で情報提供

所有者が指定する
市内の宅建業者

輪番業者の中から
市長が指定する宅建業者

バンク登録申込書を提出

バンク登録完了の通知

物件情報内容の確認

登録申込物件の調査を依頼

所有者に連絡、物件の確認・調査、市に報告

（指定業者がない場合）

【バンク利用（交渉・契約）の流れ】

利用希望者

市

指定宅建業者

市

希望物件の利用申込

市から
利用申込が
あった旨の連絡

連絡・交渉 売買・賃貸借の交渉
→交渉が調えば
　契約締結

交渉結果報告書
により報告

1616

の取り組みを聞く
　富岡町議会は平成27年６月30日、南相馬市への行政視察を行いました。
　南相馬市は、３.11の大地震による津波で636人の方が犠牲になりました。現在、自宅に
居住されている方は震災前の約半数であり、１万人を超える方々が市外での避難生活を余儀
なくされています。
　また、避難指示を受けている区域と受けていない区域が混在し、今後も非常に難しい行政
運営が求められています。
　これから帰還を目指す当町にとって、重要な課題となる住宅の問題や今後増加することが
予想される空き地・空き家の問題について、先行して取り組んでいる南相馬市の政策を学ん
できました。
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問
　
整
備
戸
数
３
５
０

戸
を
ど
の
よ
う
に
算
出
し

た
の
か
。

答
　
建
築
住
宅
課

　
震
災
後
１
年
が
経
過
し

た
時
期
に
被
災
者
に
対
し

て
、
希
望
す
る
地
区
や
住

居
の
形
態
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
世
帯
数
約
二
千
世
帯

の
う
ち
、
入
居
希
望
が
約

３
０
０
世
帯
と
い
う
結
果

を
基
に
、
３
５
０
戸
の
整

備
を
決
定
し
ま
し
た
。

問
　
将
来
的
な
買
い
取
り

を
要
件
と
し
て
入
居
希
望

者
を
受
け
つ
け
て
い
る
か
。

答
　
建
築
住
宅
課

　
国
交
省
よ
り
、
規
定
の

年
数
経
過
後
に
売
却
可
能

と
の
回
答
は
得
て
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
買
い
取
り

す
る
こ
と
を
要
件
と
し
た

入
居
制
限
は
か
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

問
　
建
築
工
事
を
一
括
発

注
す
る
こ
と
で
の
利
点
は
。

答
　
建
築
住
宅
課

　
本
体
建
築
、
電
気
設

備
、
機
械
設
備
の
ど
れ
か

一
つ
で
も
不
調
に
な
る
と

工
事
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
が
防
げ
る
の
が
大
き

な
利
点
で
す
。

　
基
本
的
に
一
括
発
注
し

て
も
工
事
費
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

○整備する災害公営住宅戸数　350戸　うち178戸完成（平成27年６月30日現在）
○いろいろな発注方式を実施している。電気設備や機械設備を含めた一括発注やプロポーザル
方式など。
○将来的に売却を予定している災害公営住宅もある。
　※耐用年数の1/6（５年）経過後に売却することができる旨、国交省に確認している。
○既存の市営住宅戸数　1,151戸　　雇用促進住宅　80戸　　管理戸数　1,231戸
　※基本的には用途廃止は考えていない。老朽化している建物のみ、廃止を検討中。

28戸の一戸建てが並ぶ（西川原団地）

災害公営住宅整備の概要



産業復興常任委員会

  常任委員会とは、本会議前に  
   各課の事務の執行状況  

それぞれの常任委員会が調査し  

  常任委員会とは、本会議前に  
   各課の事務の執行状況  

それぞれの常任委員会が調査し  

Q

A

新たに設置する街路灯は倒壊の
恐れのないものにしてほしいが。

QＬＥＤにすべきでは。

支柱型ではなく、できるだけ電柱一体型の街路灯
にしたいと考えます。

AＬＥＤの街路灯を考えています。なお、
商店街の街路灯については、商店街
の方々と協議をして決定していきたい
と考えます。

【復旧課】

Q

A

県外避難者支援拠点の活動状況は。

まずは電話連絡を行い、お話をさせていただくという活
動をしています。
また、現在は関東圏を中心に個別訪問をしていますが、
どうしても早急に対応してなければならない方が
いると判断した場合には、臨機応変に
対応するよう要請しています。

【生活支援課】

Q

A

今後の避難指示解除
を見据えて、再度の
大型不用品の回収を要望
しては。

環境省にしっかり伝え、１回
だけという取り決めにこだわ

らず回収してもらえる
よう要望します。

【復興推進課】

Q

A

町内に整備される
商業施設の進捗状況は。

適地選定や事業の規模感などの調査結果を受け、
町としてどのような施設を作るのかという方向性
が見えてきた段階です。今後、避難解除時期や、
その前段の準備宿泊時期を見据えながら、スケ
ジュールを決定し、着実に進めていきたいと考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　  【産業振興課】

とみおか議会だより 184号19 18

総務常任委員会

 議案などを事前に審査したり、
 などを調査する場です。
 た主な事業について報告します。

 議案などを事前に審査したり、
 などを調査する場です。
 た主な事業について報告します。

Q

A

マイナンバー制度において、配布するカード
に貼付する写真はどのように取得するのか。

カードの申請方法によって写真の受領方法が変わります。
①紙面による申請→写真を同封
②来庁による申請→持参か窓口で撮影
③インターネットでの申請
　→写真データを添付

【住民課】

Q 10年目を迎える双葉地区
教育構想の今後をどう考えるか。

A 現在のような避難状況が続く
中で、富岡町民ではないバドミントン
の子どもたちとの関わり、富岡町
の学校の今後、猪苗代中学校
にお世話になっている現状など、
様々な課題を考慮しながら、
検討している段階です。

【教育委員会】

Q

A

自分で家を建てた後も、仮設住宅
を借り続けている方はいるか。
正確な数は把握できていませんが、
ゼロではないと認識しています 。水道
メーターによる居住実態調査や新居を購入した
という情報等をもとに退去勧奨を行うなど、生活
支援課と連携して、適正な入退去事務を行います。

【三春・大玉出張所】

Q

A

手術や救急などの二次医療への対応は。

町として、これまで県や国に、双葉郡内に二次医療
機能を備えた総合病院の誘致を要望してきました。
先ごろ、ようやく県の地域医療課を担当部局とした双
葉郡の地域医療を検討する組織が立ち上がり、今後
具体的な検討を進めていく方針です。　【健康福祉課】

とみおか議会だより 184号 1818
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　平成27年９月４日に開催した特別委員会で、海洋汚染をより確実に
防止するための取り組みとして、サブドレンの稼働と海側遮水壁の
閉合について、東京電力（株）より説明を受けました。

原発等
特別委員会

問
　
排
水
に
対
し
て
、

厳
し
い
運
用
目
標
を
設

定
す
る
と
あ
る
が
、
ど

の
程
度
か
。

答
　
東
京
電
力
㈱

　
左
表
の
運
用
目
標
が

水
を
排
水
す
る
際
の
濃

度
数
値
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
定
め
た
飲
料
水
の
基

準
よ
り
も
低
い
値
で
す
。

　
た
だ
現
在
、
私
た
ち

が
実
際
に
飲
む
井
戸
水

か
ら
は
セ
シ
ウ
ム
等
は
検

出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
事
実
で
す
。

ト
ン
で
す
。
こ
れ
を
半
分

の
１
５
０
ト
ン
に
し
た
い

と
い
う
目
論
み
で
す
が
、

実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
す
。

問
　
排
水
計
画
は
。

答
　
東
京
電
力
㈱

　
ま
ず
は
山
側
の
井
戸
か

ら
、
そ
し
て
放
射
能
物
質

濃
度
の
低
い
井
戸
か
ら
順

に
排
水
す
る
考
え
で
す
。

問
　
濃
度
の
高
い
井
戸

の
地
下
水
の
処
理
方
法
は
。

答
　
東
京
電
力
㈱

　
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
の

高
い
地
下
水
に
つ
い
て
は
、

別
の
タ
ン
ク
に
貯
め
て
お

き
、
排
水
の
対
象
と
し

な
い
考
え
で
す
。

問
　
井
戸
か
ら
汲
み
上

げ
る
水
量
は
ど
の
程
度

を
想
定
し
て
い
る
か
。

答
　
東
京
電
力
㈱

　
原
子
炉
建
屋
の
周
り

の
サ
ブ
ド
レ
ン
か
ら
は
１

日
５
０
０
ト
ン
、
海
側
の

地
下
水
ド
レ
ン
か
ら
は
50

ト
ン
ほ
ど
の
汲
み
上
げ
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　
建
屋
内
の
水
位
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、

慎
重
に
汲
み
上
げ
た
い
と

考
え
ま
す
。

問
　
サ
ブ
ド
レ
ン
で
地

下
水
を
汲
み
上
げ
る
こ
と

で
、
建
屋
へ
の
流
入
水
量

は
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

答
　
東
京
電
力
㈱

　
現
在
、
建
屋
へ
の
１
日

の
流
入
水
量
は
約
３
０
０

地
下
水
の
く
み
上
げ
に
対
す
る
考
え
方
と

今
後
の
管
理
、
保
管
方
法
を
問
う

運用目標
ＷＨＯ飲料水
水質ガイドライン
（※1）

セシウム134 1 10
セシウム137 1 10
トリチウム 1,500 10,000
※ＷＨＯが定めた飲料水の基準

○海側に流れ込む地下水は、護岸に設置した井戸（地下水ドレン）でくみ上げる。
○地下水ドレンより上流側にある建屋近傍の井戸（サブドレン）も利用することで、海側に流れ
る地下水の量を低減させる。
○サブドレンで地下水をくみ上げることで、原子炉建屋に流入する地下水を大幅に低減。
　⇒発電所構内で発生する高濃度汚染水の量を減らすことになり、港湾内への汚染拡大リスク
の低減につながる。

20とみおか議会だより 184号 2020

平成27年６月24日に総務常任委員会を富岡町立小中学校三春校内で開催しました。
幼稚園・小学校・中学校の授業を参観し、子どもたちの教育環境を確認しました。
併せて、各学校長及び教育委員の方々と現在抱えている課題や気になっている点について、
意見交換を行いました。

帰
町
後
の
学
校
の
あ
り
方
は

ま
だ
明
確
な
回
答
は
で
き
な
い

議 論

総務
常任委員会

し
て
、
教
育
を
受
け
る
機

会
の
保
障
は
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
し
、

保
護
者
と
も
よ
く
相
談
し

た
上
で
、
富
岡
町
で
学
校

を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
三
春
校

に
つ
い
て
も
今
後
ど
う
す
る

べ
き
か
、
見
極
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
ま

す
。
楢
葉
町
や
葛
尾
村
な

ど
、
先
行
し
て
帰
還
す
る

自
治
体
の
動
向
も
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
長

と
も
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
が
、
現
段
階
で
は
明
確

な
回
答
が
で
き
な
い
状
態

で
す
。

【
質
問
】

　
町
が
帰
町
判
断
を
す
る

平
成
29
年
４
月
ま
で
残
り

１
年
10
ヵ
月
を
切
っ
て
い
る
。

今
後
の
富
岡
町
立
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
を
ど
う

す
る
の
か
、
教
育
長
と
し

て
の
考
え
は
。

【
回
答
】教
育
長

　
帰
町
宣
言
が
な
さ
れ
た

と
し
て
も
、
放
射
線
量
の

問
題
が
あ
る
の
で
、
富
岡

町
で
学
校
を
再
開
さ
せ
て
、

子
ど
も
た
ち
を
呼
び
集
め

る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に

慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
帰
町
宣
言
後

は
、
親
が
子
ど
も
を
連
れ

て
帰
町
す
る
場
合
と
い
う

の
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
際
に
は
、
行
政
と

答 問

発想力、創造力を問う学習

知
識
力
は
十
分
あ
る
が
、
そ

の
知
識
を
使
い
、
問
題
解
決

に
応
用
す
る
力
が
乏
し
い
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

単
に
知
識
を
詰
め
込
む
だ
け

の
学
習
で
は
な
く
、
得
た
知

識
を
実
際
に
活
用
で
き
る
力

を
養
う
た
め
の
授
業
を
行
っ

て
い
る
。 対

　
策

課
　
題

バレーコートも２面とれる広さ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
登
下
校
し
て

い
る
た
め
、
歩
く
機
会
が
少

な
く
、
体
力
の
低
下
が
見
ら

れ
る
。

新
た
に
体
育
館
が
完
成
し
、

悪
天
候
で
も
心
配
せ
ず
に
、

運
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
放
課
後
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
や
卓
球
な
ど
の
部
活
動

も
開
始
さ
れ
た
。

対
　
策

課
　
題



業務再開

　　　　昨年各地で開催した意見交換会や様々な　
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　

　  皆様の先が見えない不安を　
　 私たち編集委員が現地に行き、　
　  皆様の先が見えない不安を
私たち編集委員が現地に行き、

『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、
　　　　昨年各地で開催した意見交換会や様々な　

『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　
　  皆様の先が見えない不安を　
　 私たち編集委員が現地に行き、　

❸富岡町役場保健センターで業務再開

常磐富岡IC

滝川ダム

富岡町

岩井戸温泉

楢葉町

川内村

大熊町

❹国際共同研究棟設置が決定

から遠く離れた土地で長く避難生活を送っているとから遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると

復興への 
　　　　　　 昨年各地で開催した意見交換会や様々な昨年各地で開催した意見交換会や様々な

から遠く離れた土地で長く避難生活を送っているとから遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると

復興への 

10月１日より、復旧課及び復興推進課が富岡町で業務を
再開しました。また、環境省の職員も４名常駐（除染担当
３名、廃棄物担当１名）し、対応を開始しました。

10月１日より、復旧課及び復興推進課が富岡町で業務を
再開しました。また、環境省の職員も４名常駐（除染担当
３名、廃棄物担当１名）し、対応を開始しました。

王塚地区（役場庁舎西側）に廃炉国際共同研究センター
「国際共同研究棟」の設置が決定しました。
王塚地区（役場庁舎西側）に廃炉国際共同研究センター
「国際共同研究棟」の設置が決定しました。

イメージ図

保健センター

復旧課・復興推進課 環境省
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イベント等で、町民の方から多く聞かれるのは
富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。
少しでも解消できるように、
富岡町の現状をお伝えします。
少しでも解消できるように、
富岡町の現状をお伝えします。

は
富岡町が今どうなっているのかわからない』という声ですす。
イベント等で、町民の方から多く聞かれるのは
富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。
少しでも解消できるように、
富岡町の現状をお伝えします。

常
磐
自
動
車
道

常
磐
線

富岡駅

泉
太 

平 

洋

❶富岡町交流サロンを開所

❷双葉警察署

はは
富岡町が今どうなっているのかわからない』と富岡町が今どうなっているのかわからない』と

あゆみ
イベント等で、町民の方から多く聞かれるのはイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは
富岡町が今どうなっているのかわからない』と富岡町が今どうなっているのかわからない』と

あゆみ

❹❹ ❸❸

❷❷
❶❶

10月１日より、双葉警察署の一部業務を中央二丁目の
同署本庁舎で再開しました。
10月１日より、双葉警察署の一部業務を中央二丁目の
同署本庁舎で再開しました。

一時帰宅される方の休憩・交流の場として、10月５日に
交流サロンを開所しました。
一時帰宅される方の休憩・交流の場として、10月５日に
交流サロンを開所しました。

交流サロン内休憩スペース

双葉警察署

とみおか議会だより 184号 2222
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富岡町公式
ホームページ

　「ふたば商工株式会社」社長の遠藤と申します。
　弊社は富岡町商工会会員有志が集い、富岡町
の復興に寄与することを目的として平成26年
６月に設立させていただき、この度富岡町交流
サロンの日直業務を受託いたしました。
　富岡町交流サロンの運営スタッフは、すべて
富岡町民です。町民の方には安心して立ち寄っ
ていただき、ぞれぞれの昔話やこれからのこと
を話せる憩いの場になればと思っています。
　ぜひお立ち寄りください。スタッフ一同笑顔
でお待ちしています。

　平成27年６月27日、当町と友好都市である
杉戸町議会の議員団が来町しました。
　今回の来町の目的は、富岡町内の現況を知り
たいということで、町内各所の除染状況や被災
状況の確認、毛萱地区で稼働している放射性廃
棄物処理施設等の視察を行いました。
　今後もお互いの議会活動を通して、友好を
深めていきます。

ふたば商工株式会社
社長　遠藤さん

友好都市
『杉戸町議会議員団』

来町

けがや

廃棄物処理施設を視察

編  

集  

後  

記

発
行
責
任
者

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長 

高
野

　泰

副
委
員
長 

堀
本
典
明

委

　員 

早
川
恒
久

委

　員 

遠
藤
一
善

委

　員 

山
本
育
男

委

　員 

渡
辺
英
博

議

　長 

塚
野
芳
美

富岡町 で

とととととととととととこここここここよよよよよよよつつつつつつよよよよよよち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつ

　
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
す
所
わ
ず
か

に
な
り
、
月
日
の
過
ぎ
る
の
が
早

く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
今
年
は
戦
後
七
十
周
年
、
町

村
合
併
六
十
周
年
の
節
目
に
当

た
り
、
先
人
の
礎
の
上
に
立
ち
、

歴
史
の
歩
を
復
興
と
一
緒
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
は
先
生
と
一
緒

に
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
に
お
団
子

を
お
供
え
し
、
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
災
害
も

あ
り
ま
し
た
。
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
で
今
日
も
一
歩
、
一
歩

確
実
に
…
。

 

（
高
野
　
泰
）




